
令和７年度自己評価計画書（最終評価） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年次以降の取り組み（改善策など） 
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生徒の実態を

理解した授業

改善に取り組

み、専門職にふ

さわしい実践

力を身につけ、

国家試験全員

合格を継続す

る。 

①  生徒に課題意識を

持たせ思考する場

面や、生徒同士で

課題について話し

合ったり、教え合

ったりする活動場

面を意図的に設定

する。 

「授業は興味深く学習意欲が 

わく」と評価した生徒の割合 

が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

授業は興味深く学習意欲

がわくと評価した生徒の

割合 

１年生 93.0％ 

 ２年生 91.9％ 

 ３年生 96.9％ 

 専攻科  86.8％ 

 全  校  92.2％  

      評価 Ａ 

全校の肯定評価は今年度の中間評価より３％増加した。生徒

同士で話し合ったり、教え合ったりする場面を適宜設定し、

生徒の興味関心を高める工夫をしている。「よくあてはまる」

と回答した割合の低いクラスがある。生徒の習熟度を把握

し、既習事項が確実に定着するようにする。思考を深め、解

決しようとする経験を積むことで、学びに対する楽しみや喜

びが実感できるようにする。 

②  ＩＣＴ機器の利活

用により、授業へ

の興味関心を引き

出すとともに、生

徒の主体的な思考

を深める。 

「ＩＣＴを活用することで理解

が深まった」 と自己評価した生

徒の割合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

ＩＣＴを活用することで

理解が深まったと自己評

価した生徒の割合 

１年生 100 ％ 

 ２年生 92.5％ 

 ３年生 98.0 ％ 

 専攻科  97.1％ 

 全  校  96.9％  

      評価 Ａ 

全校の肯定評価は今年度の中間評価より 1.4％増加した。特

に１年生は中間評価より 12.9％増加した。ＩＣＴ機器を効

果的に活用し、生徒が主体的に思考を深めることができるよ

うな発問や課題を意図的に設定した。今後も、情報収集に止

まらず、得た情報を正しく解釈する力や情報モラルの育成を

意識してＩＣＴ機器の利活用を推進する。 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

専門教科の知識・

技術の確実な定着

を図るため、目標

レベルに達するま

で補習・個別指導

を実施する。 

 

 

〈高校生〉 

偏差値４０未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １～２人 

Ｃ ３～４人 

Ｄ ５人以上 である。 

 

 

〈高校生〉 

８月実施の模試結果 

偏差値４０未満の生徒 

２年生： ０人 

     評価 Ａ 

３年生： ４人 

     評価 Ｃ 

 

 １年生：５年一貫校看護模試を１月に予定のため結果が出

次第報告する。 

 ２年生：５年一貫校看護模試の結果、学校順位は 19 校中

2 位。学校偏差値は基礎医学（58.4）、基礎看護（56.9）。偏

差値 40 未満の生徒は 0 人である。しかし、受験校は 19 校

と少ないことから、今後は偏差値の比較に依存せず、確実な

知識の定着を目指し取り組むこととする。 

 ３年生：全国看護科目別模試の結果、学校偏差値は、人体



   

 

 

 

 

 

〈専攻科〉 

偏差値４２未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２人 

Ｄ ３人以上である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〈専攻科〉 

専攻科１年生 

 偏差値４２未満の生徒

０名 

      評価 A 

専攻科２年生 

 偏差値４２未満の生徒

０名 

      評価 A 

 

の機能と構造（56.1）、学校順位58校中19位、基礎看護（49.8）

学校順位 43 校中 25 位。偏差値 40 未満の生徒は 4 名であっ

た。上位者の偏差値（79.5）、下位者の偏差値（32.0）と大

きな知識の差がある。今後は、グループ学習に加え個別指導

を強化することで全体の学力向上を図る。 

 

〈専攻科１年生〉 

 ８月の全国模試では学校偏差値５７．８、偏差値４２未満

の生徒は２名であったが、１２月実施の全国模試では学校偏

差値５９．５、偏差値４２未満の生徒は０名となった。引き

続き、学習意欲を喚起させ知識の定着に向けた全体・個別指

導を継続していく。 

〈専攻科２年生〉 

 ５月の全国模試では、学校偏差値５３．８、偏差値４２未

満の生徒は２名であったが、１２月に実施した全国模試では

学校偏差値５７．２、また偏差値４２未満の生徒は０名とな

った。看護師国家試験への意識が高まってきたことに加え、

１１月からの土曜補習、グループ学習、個別補習の成果と考

える。受験当日まで弱点補強、徹底的な復習を行い、全員合

格を目指す。 



  ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒一人ひとりに

応じた適切な目標

を設定し、目標達

成を積み重ねるこ

とで、国家試験合

格に必要な知識・

技術が定着するよ

うに指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

＜全ての学年＞ 

目標の級に合格しなかった生徒

が 

Ａ ０人 

Ｂ １～２人 

Ｃ ３～４人 

Ｄ ５人以上 である。 

＜３年生＞ 

介護福祉国家試験演習で得点率

６５％に満たなかった生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １～２人 

Ｃ ３～４人 

Ｄ ５人以上 である。 

 

＜全ての学年＞ 

社会福祉・介護福祉検定

で目標の級に合格しなか

った生徒  

    ２人 

評価：Ｂ 

 

＜３年生＞ 

介護福祉士国家試験演習

で得点率が６５％に満た

なかった生徒 

（１２月１３日実施） 

    １名 

評価：Ｂ 

 

＜全ての学年＞ 

１年生：３級を ６名受験し全員合格 

２年生：２級を１０名受験し８名合格 

３年生：１級を１５名受験し全員合格（１名は昨年受験し、

合格。） 

 学習に対する苦手意識の強い生徒に対し、計画的な指導お

よび、スモールステップにより成功体験を重ねることで、自

己肯定感を育てる関わりが必要である。 

＜３年生＞ 

 １２月１３日実施の国家試験演習で１名が６４％の得点

率であった。個別指導、小集団指導によりクラス全体のレベ

ルが徐々に上がっている。反面、得点率が上がったことによ

り、危機感が薄れ点数が安定しない生徒も見られる。自信を

持って受験に臨めるように、慎重にかつ確実に、実力が身に

つくように指導を継続していく。 

 

 

 

学校関係者評価委員会の評価 国家試験の高い合格率を維持しており教員の努力が感じられる。一方、ＩＣＴ機器を活用する学習が主流になる中で、考える力・

判断力を育ててほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 

思考力を育てる学習として、ケーススタディ、シミュレーション演習、教科横断的な学習を通じて、考える力・判断力を育成して

いる。情報機器や AIを活用する力も大切であるが、適切に判断し、活用する力の育成にも力を入れている。 

 

  



 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度以降の取り組み（改善策など） 
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生徒会活動・部

活動、ボランテ

ィア活動など

を活性化させ、

心身の健康と

レジリエンス

涵養を図り、活

気ある学校づ

くりを推進す

る。 

① 文化祭の企画やス

ポーツフェスなど

の行事に縦割り班

を活用し、より大

きな枠組みの中で

他者と継続して協

働する力を育成す

る。 

行事をきっかけに、普段の学校

生活で他学年と関わることが増

えたと答えた人が 

A ８０％以上 

B ７０％以上 

C ６０％以上 

D ６０％未満 である。 

行事をきっかけに、普段

の学校生活で他学年と関

わることが増えたと回答

した生徒の割合が 

９１．５％  評価Ａ 

文化祭・スポーツフェスともに学年や科の壁を越えて協働し

て取り組む機会を作ることができた。生徒の満足感を得るこ

とができた要因の一つは、学年に関係なく、どの生徒にも活

躍の機会がある活動が多かったことではないかと考える。 

次年度以降は生徒が自発的にクラス・学年・学科の壁を越え

て活動に臨む姿勢を育成していきたい。 

② 生徒保健委員会活

動や縦割り班活動

の活性化を図り、

健康に関する情報

発信や啓発活動を

通して生徒が自身

の健康管理に関心

を持ち、健康観を

高めていこうとす

る校風を形成して

いく。 

歯科検診後に受診を勧奨し、未

処置歯のある者の割合が 

Ａ ２０％未満 

Ｂ ２５％未満 

Ｃ ３０％未満 

Ｄ ３０％以上 である。 

 

活動により、自身の健康を高め

るために行動していくと答えた

生徒の割合が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 である。 

歯科検診後に未処置歯の

ある者の割合が１２月９

日時点で 

１７．３％ 評価Ａ 

 

 

 

高校１年生の回答結果 

活動により、自身の健康

を高めるために行動して

いくと回答した生徒の割

合が 

 １００％ 評価 Ａ 

歯科検診後、未処置歯のある生徒の保護者宛に受診勧告書を

３回（歯科検診直後、夏休み前、冬休み前）発行した。 

歯科受診率は R6．11月 44.9％→R7．11月 69.2％と向上し、 

保健委員や養護教諭、担任などの働きかけにより、生徒の自

己健康管理意識を高めることができた。また、科全体で受診

勧奨に協力してくれたことも健康観を高めようとする校風

形成につながった。次年度も同様の活動を継続していく。 

 

１学期に高校１年生を対象に性教育講座を実施した。生徒の

関心は高く、命を大切にすることや性感染症の予防について

の知識を得て、自身の健康を高めるための意識付けをするこ

とができた。また、生徒作成の保健だよりを配信したり、保

健室からの情報発信の活発化を図ったりして、生徒の健康観

を涵養していく活動ができた。２学期に計画していた１年生

対象の歯科保健指導は、インフルエンザ感染予防の観点から

３学期に延期した。実施後、アンケート調査を行い、生徒の

健康観の変化を確認していく。 

③ 長期休暇後に実施

する心と体のアン

ケートを基にスク

ールカウンセラー

と連携した対応を

取りながら、自ら

スクールカウンセラーと連携し

た対応後のアンケートにより

「役立った」と回答した生徒割

合が 

Ａ １００％ 

Ｂ ９５％以上 

アンケートにより「役立

った」と回答した生徒割

合が 

 

 １００％ 評価 Ａ 

長期休暇後のアンケートで気になる生徒をピックアップ

し、スクールカウンセラーとの面談を実施した。その後、そ

の面談が「役立った」と回答した生徒が２４名中全員だった。

アンケートの全員提出確認や面談対象のピックアップに時

間が掛かり、面談のタイミングが遅くなった生徒もいたが、

自分からスクールカウンセラーとの面談を言い出せない生



が問題を解決する

力を育成する。 

Ｃ ９０％以上 

Ｄ ９０％未満   である。 

徒には良い機会となったようだ。今後も継続していくことに

より、自分からＳＯＳを出すことができる生徒を増やすこと

にもなると考える。 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒自身がルール

やマナーの必要性

を理解し、規範に

基づいて主体的に

判断し行動する力

を身につける 

 

 

 

「ルールやマナーが必要な理由を

理解し、状況に応じた行動を考

え実践することができた」 と評

価した生徒の割合が 

Ａ ８０％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上 

Ｄ ６０％未満   である。 

 

アンケートにより、「でき

た」「まあできた」と回答

した生徒の割合が 

 

９６．９％  評価 Ａ 

学校生活だけでなく、寮生活でもルールやマナーについて考

え、行動するきっかけとなっていた。また、学校祭で生徒会

執行部が中心となり呼びかけ、全校生徒が行動したことが生

徒の中で「できた」という肯定感に繋がっていた。「できて

いない」と答えた生徒の理由には、主に個別に指導を受けた

ことがあげられていた。次年度以降は、行事等の特別な機会

だけでなく、普段の学校生活の中で状況に応じた行動を考

え、実践する力を一人ひとりが身につけるための取り組みを

継続していく。 

⑤ 「田鶴浜高校いじ 

め防止基本方針」 

に基づいて、いじ 

めのない学校作り 

を推進する。 

生徒アンケートで「互いの人格

を尊重し、相手の思いを考えて

行動する意識」について、「大い

に高まった」と「高まった」の

回答が  

Ａ ９５％以上  

Ｂ ８５％以上  

Ｃ ７５％以上  

Ｄ ７５％未満 である。 

アンケートにより「大い

に高まった」「高まった」

と回答した生徒の割合が 

 

９８．４％  評価 Ａ 

日々の授業の中での尊厳や人権の学習や、実習を通して患者

や利用者と実際に関わることが、生徒の「相手の思いを考え

て行動する」ことへの意識づけに繋がっていた。また、否定

的な回答をした生徒の理由としても、「学校生活全体が落ち

着いていたため、考える機会がなかった」と答えており、生

徒一人ひとりへの日々の意識づけが、いじめない学校づくり

に繋がると考える。次年度も継続した意識づけを行ってい

く。 

学校関係者評価委員会の評価 生徒の意見を聞き入れ、ダンス同好会を立ち上げるなど新しい活動は良い取り組みである。高校生活では思い出作りなど、昔とは

違う現代的なつながり（休日の推し活など）も尊重してほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 

行事やボランティア活動を通じて、学年・学科を超えた関わりを促進している。生徒同士が支え合う関係づくりが進んでいる。 
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本校の特色あ

る教育活動や、

地域の医療・福

祉を支える人

材の必要性等

の広報に工夫

を重ね、志願者

の増加を図る。 

① ① 体験入学、学校説

明会等での説明内

容と方法を工夫す

る。各種説明会へ

の参加者増加に繋

がる広報を強化す

る。 

「体験入学、説明会に参加し 

たことにより、看護・福祉に 

対する関心が高まった」と評 

価した参加者の割合が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ８０％以上 

Ｄ ８０％未満 である 

学校説明会(７月) 100％ 

体験入学  (８月) 100％ 

地区説明会(11月)100％ 

オープンキャンパス(12月) 

           100％ 

評価 Ａ 

学校説明会、地区説明会、体験入学、オープンキャンパスの

参加者全員が看護・福祉に対する関心が高まったと回答し

た。本校生徒の日々の活動の様子を中心に紹介し、看護･福

祉に対する興味・関心を喚起した。ＰＴＡの協力により、Ｓ

ＮＳでの本校に関する情報発信も行った。今後も、様々なメ

ディアを駆使し、看護･福祉の魅力と必要性について広報活

動を強化していく。 

② 本校の特色ある学

校行事の取り組み

や、衛生看護科・

健康福祉科生徒の

活躍を地域に向け

て発信する。 

高校を選択する際に本校のホー

ムページが参考になったと答え

る割合が、 

Ａ ７０％以上 

Ｂ ５０％以上 

Ｃ ３０％以上 

Ｄ ３０％未満 

（学校説明会結果） 

大変参考になる 46.8％ 

参考になる   36.1％ 

合計 82.9％ 

（体験入学結果) 

大変参考になる 35.7％ 

参考になる   54.3％ 

合計 90％ 

（地区説明会結果） 

大変参考になる 58.3％ 

参考になる   37.5％ 

合計 95.8％ 

      評価 Ａ 

学校説明会・体験入学及び地区説明会の参加者に対してアン

ケートを行った。結果は（Ａ）70％以上の回答を得ることが

出来た。春・夏・秋と 3回実施したが 3回とも高い数値が得

られた事から、本校の特色ある学校行事の取り組みや、生徒

の活躍を配信出来ていると思われる。今後は｢見たことがな

い、参考にならない｣という回答を少しでも減らしていける

よう各科・課と連携し改善していきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 地震後、能登地区ではナース不足。新病院の建設が取り上げられているが人材確保が重要。PTA役員がインスタグラムを開設し保

護者目線で情報発信を始めた。行事に参加できない保護者も多数いるため発信内容を充実させたい。また、生徒自ら情報発信（入

学してから良かった点、部活動の状況、休日の楽しみ方等）してみてはどうか？ 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 

今年度は、地元中学校からの志願者が増加した。一定の手応えを感じている。ホームページ・ＳＮＳによる情報発信、寮生活や学

校行事の可視化、生徒の活動の発信などを強化し、保護者・中学生に学校の魅力が伝わる取り組みを進めていきたい。 

 



 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度以降の取り組み（改善策など） 
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教職員の働き

方改革を推進

する。（業務の

効率化・最適

化・協働化・見

える化） 

 

 

 

 

① 時間外勤務を減少

させるため、ＩＣＴ

活用の定着を図り

ながら業務の効率

化・協働化・見える

化を進める。 

具体の取組を積極的に進め、一

月あたりの時間外勤務時間の平

均が、 

Ａ ２５時間未満 

Ｂ ２５時間以上 

３０時間未満 

Ｃ ３０時間以上 

      ３５時間未満 

Ｄ  ３５時間以上 

勤務時間記録より、本年

度４～１２月の時間外勤

務時間の一ヶ月平均は 

２７時間３６分であっ

た。 

        評価Ｂ 

４月から１２月の時間外勤務時間の一ヶ月平均は、昨年度は

３３時間７分であり、本年度は昨年に比べて５時間３１分減

少した。目標の月平均２５時間未満には達していないが、１

２月を除いて全ての月で時間外勤務時間は昨年より減少し

ている。ＩＣＴ活用（採点アプリによる採点やＩＳＰアプリ

による出勤管理）や業務の効率化・協働化・見える化の推進

が一定の効果を上げたと思われる。今後も職場内でより一層

ワークライフバランスの意識が高まるよう留意し、更なる時

間外勤務の減少に努めていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 生徒対応と、働き方改革の両立は難しいが重要。時間外勤務が減っていることは良いこと。残業をなくすためには意識を高めるこ

とが大切。健康に注意して業務をおこなってもらいたい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 

教職員の時間外勤務については、月 25時間以内を目標。教職員が心身共に健康であることが生徒の成長に繋がると考えている。 

 


